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次世代の横丁炉を目指し,我が匡1がr玉l家プロシュクトなどで硯イ【三関発1‾-の墳ナ炉,

すなわち動力炉･核燃料開発事業用を中心とした高速実験炉｢常陽+,高速増碑原隼】壬

炉｢もんじゅ+,高速増殖実証炉,新巧】!転換炉原町灼i｢ふげん+,新刊転枚炉実証一丈J二i及

び日本原子力研究所を中心とした多目的高温ガス炉に閲し,その開発の最近の動向

を説明するとともに,日立製作所の果たしてし､る主要な役割,具体的活動状況及び

成果について紹介する｡

l】 緒 言

硯イL 阿家プロジェクトなどで開発が進められている新アキ一斗

原子炉としては,高速増殖炉,新プ】i-!転三枚炉及び高子且ガス炉が

ある｡高速増殖炉はプ■ルトニウムの利用による柁燃料資源の

有効利用を主目的としており,新巧空転検火山ま横丁炸及び車亥燃

料サイクルの多様化を阿るとともに,本格的に高速炉が導入

されるまでウラン資独を有効利用することを主臼的として,

とい二動力炉･柁燃料開発三事業川を中心に糊発が進められて

いる｡

一方,日本牧子力研究所を中心に,れLイi_‖11,000℃柑度

の高温ヘリウムガス冷却材を,鉄鋼産業,化学工業などのプ

ロセス熱i原として利用する,いわゆる多目的高i息ガス炉の研

究開発が進められている｡

本稿は,日立製作所ほか国内原子力メーカーが動力炉･核

燃料開発事業団及び日本原子力研究所に協力して進めている

高速増殖炉,新型転換炉及び多目的高温ガス炉の開発二状子兄

と,これらの開発に当たり日立製作所が果たしてし､る役割及

び活動ご状況について述べるものである｡

凶 高速増殖炉

二代がトたl紬の高速炉である高速実験炉｢‾常陽+(目標殻大難出

力:100MW,発電せず｡)は,昭和45年,茨城県大洗の動力

炉･核燃料開発事業凹人洗工学センター1で建設に着手され,

昭和52年4月24日に臨界に達した｡それ以降,熱出力100MW

での肘絹寸試験実現に向けて出力上昇試験,各出力レ/ヾルで♂〕

連続運転試験(現在,熱出力75MW)が行なわれている｡

高速増殖原型炉｢もんじゅ+(電気出力:280MW)は,建設

背の凶ノ家予算も認可され,j埋設着工に向けて鋭意設計の詳細

化が行なわれつつある｡

高速増殖実由E炸は,電力会社連†ナ及び動力炉･核燃料開発

車業団で並行して概念設計が進められている｡

上記プラントの設計とともに研究開発(R&D:Research

and Development)も｢もんじゅ+を中心に多数進行してきて

おり,高速増殖炉は着実に我が国独白の手で現実のものとな

りつつある｡

このようなこ状況に応じて東京芝浦電気株式会社,三菱重工

業株式会社,富上電機製造株式会社,株式会社日立製作所の

煉子カメーカー4杜は,高速炉プロジェクトのエンジニアリ

ング業務を一九化し,効率よく円i骨にエンジニアリングを進

めるために,昭和52年8月に発足させたFB Rエンジニアリ
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ング事務所を,昭和55年4月に4孝上合弁の高速炉エンジニア

りング株式会社(FBEClとLて発展させ,国家プロジェクト

協力体制のいっそうの充実を図った｡これにより,我が匝lは

技術面だけでなく,開発体制の整備でも,欧米各回のそれに

大き く近つ'いたことになる｡

二大に,上記高速炉開発の捕勅の中で,日カニ製作所が果たし

ている主要な役割について述べる｡まず,｢常陽+では,一次冷

却系のシステム及び機器すなわち原了一炉容器,安全容器,中

榊熟女授器,磯子城式ナトリウムポンプ,ノ正磁ポンプなど及び

関連電気･計装品の設計･製作を抑当した｡納入システム,

機器ノ女び関連電気･計装品は,良好に運転が続けられている｡

また,｢もんじi･p+ノ女び｢実証灯i_+では,一ねi心設計･安全設

計を他社ととい二分糾し,一次;脊却兵役び恭乞も発生器につい

ては,システム設計･髄器設計を共にj■11当している｡

妃に,高速火I+の研究･開発課題とL.て,帆L､実験解析,燃

料ヒンバンドルーラ､ノバ甘木【+虫二作用亡試験,戸妃管耐衝撃試験,

小間熱交換音詩に関する一連のモソクアリナ性能試験,機械式

ナトリウムポンプのモックアソナ試作,50MW蒸気発生器の

製作,｢もんじ-♪+用蒸乞i発生器のうーモテ■ルによる耐才芸試験を

はじめ,高iぷ.構造強度にかかわる各椎材料試験を実施した｡

また,供用期別中検/在機器の開発,微少ナトリウム湖洩検出

器の日日発,各純ナトリウム試験施設のナトリウム計装として

NaK対人Jt力計,ナトリウム液面計の改良など各柚計測技術

の開発を実施した｡また,多重イ言号伝う童装置のj肝究及び計算

機,CRT(Cathode Ray Tube)を中松とLた運転監視シス

テムの開発を実施した｡二のように,高速炉に関する数多く

の重要なテーーマに取り組み技術の開発と蓄横に努めているか,

詳細については,本特集号中グ)論‾丈を参Jlくiいただきたい｢

なお､土二言+新チモ!り京子炉につながる様々な設計,製作,横瀬

及び据付をはじめ試験,道_転などは,社内開発研究及び試作･

試験,細水カーiの建設･運転に関する綻験の反映,動力リーi･核

燃料開発事業団一木匡IDOE(Department of Energy:エネル

ギー省)協定などに基づく海外技術情報の有効活用などがそ

の強力な基盤となっている｡

図1に,海外の状況と比較しながら,我が国の高速増殖炉

の開発計匝lを示す｡
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165MW)は,昭和45年福井県敦賀市で建設に着手され,昭和

52年6月に機器据付を1こ丁し,昭和53年3月最小臨界に到達

した｡1年間の起動試験を経て,昭和54年3月本格運転を開

始し,昭和54年度の設備利用率は72.4%と高稼動率を達成し

た｡昭和55年2月～5月の第1回定期検査を無事終了して,

現存運転を継続中である｡

また,新型転換炉実証炉(電気出力:約600MW)は,昭和

50年度の実証炉構想の確立を目的とした基本構想の取りまと

め〔STEP-1〕から始まり,日鋼口53年度まで概念設計〔STEP-

2～4〕を実施した｡引き続き,昭和54年7ノJから調整設計

を実施している｡実証炉の設計も原刊炉｢ふげん+と同様に,

動力炉･核燃料開発一事業川を中心に日立製作所を含む原子力

5グループの協力によI)推進されているが,昭和55年3月か

ら原子力委員会によるチェックアンドレビュー及び昭和54年

初めから電気事業者と動力炉･核燃料開発事業団が合同で設

定したATR合同委員会で技術審議が行なわれている｡

二大に,_L記新年り転換炉開発の中で,日立製作所が果たして

いる主要な役割について述べる｡｢ふげん+では,日立製作所

はプラントの全体的観点から,系統間又は各社間のシステム,

計測制御･配置などの調整を行なう主務会社業務を担当し,

プルトニウム燃料を使用Lた炉心設計,動特性解析,事放解

析,災害評価を含む安全評価などのエンジニアリングを実施

した｡設備としては,原∴F炉本体,炉心への入U管,炉心か

らの上昇管,制御棒,同駆動装置,電気設備,原子炉制御装

置,原子炉保護装置などの設計･製作を担当した｡更に,各

メーカ】とともに,動力炉･核燃料開発事業団に協力し起動

試験を遂行した｡

｢実証炉+では,〔STEP-1,2〕の概念設計を日立製作所単
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図2 新型転換炉の開発計画 新型転換炉開発のための計画大工程を示す｡
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⊂コは実験炉,
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を示す.｡
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区1】 高速増殖

炉の開発計画

世界の高速増ラ垣炉

開発に関する実績

及び計画の大工程

を示す｡

独で実施してフ‾ラント基本計画を固め,〔STEP-3,4〕では,

国内原子力メーカ【がそれぞれ分担して概念設計を実施した｡

日立製作所は主契約会社として,各社間の相互調整,炉心設

計,動特性解析,安全評価などのエンジニアリングと,原子

炉本体,制御棒駆動装置,ポイズン急速注入系,しゃへい冷

却系,換気設備,希ガスホールドアッ7U装置,電気計測制御

設備などの設計を担当しており,引き続き詳細設計に引き継

がれる予定である｡

なお,動力炉･核燃料開発事業団からの委託研究及び社内

研究試作･試験などにより,新型転換炉特有技術の開発研究

を行なっている｡

図2に新型転換炉の開発計匝iをホす｡

田 多目的高温ガス炉(VHTR)

我が国の長期的エネルギー供給では,原子力の利用は電力

の発生だけでなく,諸工業プロセスの熱i原として多くの分野

で利用することが必要である｡このため,国でも高温ガス炉

の多目的利用(プロセス熟利用)開発が取り上げられ,炉心出

口ヘリウムガス温度1,0000cを目標とした実験炉の建設計画

が,日本原子力研究所を中心に進行中である｡日立製作所も,

当初からこの計画に協力参加し,炉容器,中間熱交換器,炉

内構造などを中心とした設計作業に順次従事し,また,最近

では高音息二重配管試験装置の製作を受注して,高卓見ヘリウム

技術のし､っそうの向上に努めている｡詳細については,本特

集の論文を参照されたい｡

日本原子力研究所では,原子炉建設の前段階として,大形

構造機器実証試験ループ"HENDEL''の建設計画が実施に移

されており,日立製作所もこれの設計作業に参加してきた｡

"HENDEL''の建設により,高温ヘリウム取扱い技術と大形

構造機器の開発が,飛躍的に進展するものと期待されている｡

⊆l 結 言

新型炉として高速増殖炉,新型転換炉及び多目的高温ガス

炉を取り上げ,その開発動向と日立製作所て､の活動状況の概

要について論述した｡

新型炉については,更に研究開発･を推進し,我が国独自の

自主技術による実用炉の実現を念願している｡

終わl)に,平素から御指導,御協力をいただいている動力

炉･核燃料開発事業団殿,日本J京子力研究所殿及び各電力会

社殿をはじめ,関係各イ立に村し深謝の意を表わすとともに,今

後ともよりいっそうの御指導をお願い申し上げる次第である｡




